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 が、石油危機を契機として、おもに産業部門にて石油以外への燃料源の多様化や、エネル
 ギー効率の改善が進められてきた。CO2排出量に着目すると、石油危機～1980年代後半に
 かけてはほとんど変化がな恥が、近年は大幅な増加傾向を示しているr京都議定書の削減
 目標を達成するために、日本政府は、地球温暖化対策推進計画や地球温暖化対策の準進に
 関する法律を制定して、おもに産業部門に対して積極的な地球温暖化対策を促している。
 地方自治体や民間のNPO/NGO法人でも、エコアクションや環境ISOなどさまざまな制度
 を設けて、中小企業や家庭部門のCO2削減活動を推進しているが、CO2排出量の大幅削減
 には結びついていない。
 第3章では、本研究にて開発した、非線形最適化モデルMETA・Net・(TheMarke七
 E吼uilibriumand,艶chnologyAss“s8men七Network頓gModeling.System)について詳述し,
 た。META・Ne七モデリングシステムは、都道府県大のエネルギーシステムに着目したモデ
 ルであり、ひとつひとつのエネルギー機器の特性やエネルギー需要の特徴を適切に考慮で
 きる仕組みを備えている。エネルギーシス1テムのモデル化にあたっては、有効エネルギー
 フローに着目し、汎用性、拡張性などの観点からネラトワークモデリングアプローチを採
 用した。これは、エネルギーシステムをエネルギー変換技術とエネルギー輸送過程に分類
 してネラトワーク構造モデルを作成する手法であり、とkに大規模システムに対しては有
 効な手法である。エネルギー利用技術のモデル化では、エネルギーシステム工学および熱
 工学の手法を採用した。具体的には、まずエネルギーシスデムのさまざまなプロセスをそ
 の特性に基づいて4種類に分類した。具体的には、(1)エネルギー利用プロセス、(2)エ
 ネルギー変換プロセス、(3)技術選択プロセス、(4)エネルギー源配分プロセスである。
 つぎに、それぞれについてエネルギーシステム工学の観点からモデル化し、(1)エネルギ
 ー 最終需要家ノード、(2)エネルギー変換ノード、(3)熱電併給ノード、(4)市場ノード、
 (5)資源ノード、の5種類のノードを設けた。各ノードでは、熱工学の手法に経済学の視
 点を加えることによって、エネルギー需要量およびエネルギー供給価格を算定する。エネ
 ルギーシステム全体の最適解の導出には、非線形最適化手法のひとつである逐次過緩和法
 (Succ6ssiveOve皿e1段堺tipnmethod、SOR法)を用いた。この手法は反復法のひとつで
 あり、近似解を逐次的に生成することによって最達解へと到達する。最適解の算出過程で
 は、市場原理をもとにしてエネルギ」需要量およびエネルギー供給価格から、需給曲線の
 均衡点を求めるミク白経済学のくもの巣アルゴリズムが含まれており、工学的視点のみな
 らず経済学的な視点からも最適解を算出することができる。
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 統電力併用住宅の3種類を提案した。それぞれのエネルギーシステム実現のための、地方
 自治体の役割を考察し、既存のエネルギー事業者への波及効果に』ついても検討した。
 第7章は結論であ・り、本論文全体を概観するとともに'、・都道府県にて具体的にCO2削減
 方策を事案するにあたっての提言をまとめた。本研究にて提案したエネルギーシステムの
 実現には、地方自治体および世帯だけではなく、エネルギ」供給事業者、エネzレギー機器
 メーカ、機器小売業者など)多様な主体が関わり、全員がひとつのエネルギーシステムの
 将来ビジョンを共有することが求められる。また、地方自治体は、家庭部門への補助金を'
 通じた金銭的インセンティブの付与や、教育・広報システムを通した啓発活動のみならず、
 地域特性を考慮した手ネルギーシステムの将来像を明確砕打ち出すことが重要である。・行
 政区域内でも、最適な将来エネルギーシステムは異なると考えられ、エネルギー機器メー
 カおよび機器小売業者は、地方自治体の示したジステムゐ将来像をうけ、世帯が土ネルギ
 ー 機器を購入する際に適切な機器が選択できるようなサポート体制を構築することが望ま
 しい。
 CO2削減方策立案の観点では、従来の全国平均値をもとにしたアプローチとは異なり、
 本研究では繊雛を最大駆馳た方策を明らカ・にできて・C・2削減硬する翻を抑
 制さきる費用対効果ゐ商い方策の提案が可能となる。加えて、評価にあたってはエネルギ
 ,一システムの工学的特性を考慮しているために、方策実施時の実現性が高い。
 エネルギーシステム工学の観点では、.エネルギーシステム単体を対象とした評価ではな
 く、それが大規模に結合したエネルギーシステム全体を対象とした評価を試み、各種手法
 が適用可能であることを明らかにした。また、評価を通して、'各エネルギーシステム要素
 の特徴が他システムとの比較から明らかにできて、技術開発目標の設定や要素開発の優先
 順位の設定にあたり、有用な知見を提供できる可能性があることを示した。
 本研究は、実際のエネルギーシステムに対して、工学的手法を用いたモデル化を試み、
 経済学的視点を加えた非線形最適化手法を適用することにより、現実的かつ実行可能な解
 を導出可能であることを示したものである。本研究を通じて、工学的視点から、わが国の
 CO2排出量削減に向けた都道府県家庭部門におけるCO2削減方策を立案することによって、
 キデルを通じた定量評価によってCO2削減効果および方策の費用対効果を大きく向上でき
 る可能性があることを示した。
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